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令和４年９月 2

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　 

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
・
教
育
に
つ
い
て

第２回定例会 一般質問

市政を問う
　6月 15 日、16 日、17 日の ３日間で 11 名の議員が市政全般にわたり施策の状況や方針など
について、市当局に問い質しました。要約をご紹介します。
※下記の二次元バーコードを、スマートフォン等のバーコードリーダーで読み取るか、奄美市
議会ホームページで一般質問の録画中継がご覧いただけます。

6月 15 日 6月 16 日 6 月 17 日

動画配信は
こちら⇒

１ 和田 霜析
２ 竹山 耕平
３ 﨑田 信正
４ 奥 輝人　

１ 栄 ヤスエ
２ 松山 さおり
３ 川口 幸義
４ 関 誠之

１ 橋口 耕太郎
２ 幸多 拓磨
３ 荒田 幸司

和田 霜析
（自民党新政会）

竹山 耕平
（自民党新政会）

問

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

成
果
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
（
制
度
設
計
の
見
直
し
等
）

答

平
成
23
年
度
開
始
し
た

制
度
。
市
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ

も
高
く
大
変
好
評
で
あ
る
。

11
年
間
の
実
績
と
し
て
交
付

決
定
数
２
７
２
１
件
、
補
助

総
額
約
２
億
６
６
０
０
万
円
、

対
象
と
な
る
工
事
費
の
総
額

は
約
28
億
８
５
０
０
万
円
。

平
成
２６
年
か
ら
対
象
額
を
５０

万
円
以
上
か
ら
３０
万
円
に
引

き
下
げ
、
よ
り
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
な
ど
見
直
し
も

行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
申
請
者
及
び
施
工
業
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
含
め
検
討
し
た
い
。

問

市
内
の
各
学
校
等
（
小
・

中
・
幼
・
保
）
に
お
け
る
フ
ッ

化
物
洗
口
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

答

笠
利
地
区
で
は
平
成
30

年
度
以
降
５
校
が
取
り
組
み
、

一
人
当
た
り
の
む
し
歯
本
数

を
示
す
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
で
は
３

校
が
改
善
、
ま
た
虫
歯
の
無

い
割
合
の
平
均
の
比
較
で
も

４
校
が
改
善
し
て
い
る
。
今

後
も
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
成

果
を
検
証
し
た
い
。
今
後
は

歯
科
医
師
会
等
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
実
施
し
て
い

な
い
学
校
に
説
明
を
行
い

フ
ッ
化
物
洗
口
の
取
り
組
み

を
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
保

護
者
説
明
会
を
行
い
希
望
の

あ
っ
た
４
，
５
歳
児
を
対
象

に
全
て
の
認
可
保
育
所
・
公

立
幼
稚
園
で
実
施
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
学
校
の
普
通
教
室
、
更
衣
室

等
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に
つ
い
て

・
プ
ー
ル
の
目
隠
し
設
置
に
つ

い
て

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

答

本
市
の
年
齢
階
級
別
3

回
目
接
種
率
に
つ
い
て
、
6

月
6
日
時
点
の
実
績
は
左
記

の
と
お
り
。

問

5
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
状
況
に
つ
い
て

答

令
和
４
年
5
月
末
時
点

で
5
歳
～
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
は
、
1
回
目
が
11
・

３
％
、
2
回
目
が
５
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。

問

ワ
ク
チ
ン
廃
棄
に
つ
い
て

答

本
市
に
お
い
て
は
、
現
在

モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
み
廃

棄
実
績
が
あ
る
。
5
月
28
日

に
有
効
期
限
を
迎
え
た

1
6
9
5
回
分
、
6
月
1
日

に
有
効
期
限
を
迎
え
た

7
5
0
回
分
の
計
2
4
4
5

回
分
の
廃
棄
を
行
っ
た
。

問

学
校
教
育
に
つ
い
て

答

学
校
施
設
に
不
備
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
の
流
れ
と
し

て
、①
現
場
状
況
の
確
認
（
担

当
者
等
）、
②
緊
急
性
や
危
険

性
の
確
認
（
担
当
者
等
・
事

業
者
）、
③
修
繕
等
に
係
る
見

積
額
の
算
出
（
事
業
者
）、
④

緊
急
性
が
高
く
、
予
算
内
で

執
行
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
修
繕
等
へ
着
手
、
⑤
緊

急
性
等
は
あ
る
も
の
の
予
算

額
が
大
き
い
も
の
に
つ
い
て

は
補
正
や
次
年
度
当
初
予
算

に
要
望
す
る
ほ
か
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
改
修
時
に

合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　新型コロナウィルスワクチン３回目接種率（R4.6.6 時点）

80 歳

代

83.1％

70 歳

代

89.6％

65 ～

69 歳

代

79.3％

60 ～

64 歳

代

72.2％

50 歳

代

69.8％

40 歳

代

54.5％

30 歳

代

44.6％

20 歳

代

40.9％

12 ～

19 歳

代

23.4％



令和４年９月3

核
廃
絶
の
奄
美
市
民
の
意
思
を
示
す
非
核

平
和
都
市
宣
言
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
を

市
長
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

                 

北
部
地
区
の
振
興
策
と
は

観
光
行
政
、
市
民
生
活

                       

道
路
行
政
に
つ
い
て

栄 ヤスエ
（公明党）

奥 輝人
（無所属）

▲収穫前のパッションフルーツ

﨑田 信正
（日本共産党）

問

恒
久
平
和
を
希
求
す
る

奄
美
市
民
の
意
思
を
ハ
ッ
キ

リ
と
示
す
た
め
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
設
置
を

答

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
よ
り
長

き
に
亘
っ
て
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
平
和
を
希
求
す
る
想

い
は
世
代
を
超
え
て
受
け
継

が
れ
、
恒
久
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
べ
き

も
の
。｢

非
核
・
平
和
都
市

宣
言｣

に
値
す
る
よ
り
良
い

情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
。

問

本
市
が
加
入
す
る
日
本

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の

活
動
に
つ
い
て

答

全
国
の
宣
言
自
治
体
の
活

動
実
績
の
収
集
・
世
界
の
核

軍
縮
の
動
向
や
核
兵
器
に
関

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
書
籍
発
行
の
「
調

査
研
究
事
業
」
を
は
じ
め
、「
原

爆
展
事
業
」
や｢

平
和
啓
発

事
業｣

等
を
行
っ
て
い
る
。

我
が
国
は
、
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
り
、
国
際
平
和
、
核
廃
絶

は
万
人
の
願
い
で
あ
る
。
関

係
自
治
体
と
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問

公
契
約
条
例
の
制
定
に

向
け
た
進
捗
状
況
は

答

公
契
約
条
例
は
、
労
働

者
の
労
働
環
境
整
備
、
地
域

経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
現
在
ま
で
70
を
越
え
る

自
治
体
で
制
定
、割
合
は
５
％

未
満
で
あ
る
。
本
市
は
平
成

28
年
７
月
に
庁
内
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
各
種
団
体
と

の
勉
強
会
等
を
実
施
し
て
い

る
が
、
条
例
制
定
ま
で
至
っ

て
い
な
い
。
全
国
的
な
動
向

及
び
地
域
の
雇
用
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、「
公
共
工
事
の

週
休
２
日
制
度
」
な
ど
、
中

小
企
業
労
働
者
の
雇
用
条
件

の
改
善
や
安
定
的
な
経
営
に

資
す
る
取
り
組
み
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問

市
長
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
北

部
地
区
の
振
興
策
と
は

答

主
に
３
つ
の
地
域
特
性
の

発
揮
が
求
め
ら
れ
る
。
１
点

目
に
農
業
の
集
積
地
、
２
点

目
に
空
の
玄
関
口
で
あ
る
奄

美
空
港
の
地
理
的
優
位
性
、

３
点
目
に
情
報
通
信
産
業
の

活
用
で
あ
る
。
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
発
展
の
方
向
性

を
見
据
え
、
地
方
創
生
戦
略

作
り
を
進
め
、
地
域
振
興
の

整
備
を
整
え
て
い
く
。

問

今
後
の
農
水
産
業
資
材

等
の
高
騰
対
策
に
つ
い
て

答

県
に
お
い
て
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
農
家

漁
家
の
負
担
軽
減
を
図
る
と

の
事
。
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

問

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

苗
木
の
助
成
の
拡
充
に
つ
い

て答

奄
美
市
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
苗
を
育
て
て
苗

木
の
販
売
を
実
施
し
て
い
る
。

拡
充
に
つ
い
て
は
、
維
持
管

理
費
や
人
件
費
な
ど
多
く
の

費
用
が
か
か
っ
て
い
る
事
か

ら
、
現
状
維
持
で
い
く
。

問

台
風
時
に
お
け
る
、
マ
ン

ゴ
ー
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

の
航
空
輸
送
に
つ
い
て
航
空

会
社
と
の
協
議
に
つ
い
て

答

貨
物
便
に
つ
い
て
航
空
会

社
と
の
協
議
を
始
め
て
お
り
、

台
風
時
は
も
ち
ろ
ん
平
時
に

つ
い
て
も
農
産
物
の
航
空
輸

送
に
関
し
て
お
互
い
の
課
題

を
共
有
し
、
早
期
の
実
現
を

図
っ
て
行
く
よ
う
に
努
め
て

い
く
。

問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
に
つ
い
て

答

県
が
「
奄
美
群
島
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

情
報
共
有
を
行
い
、
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
奄
美

地
区
地
域
自
立
支
援
協
議
会

の
協
力
も
頂
き
安
心
・
安
全

な
観
光
地
づ
く
り
に
努
め
る
。

問

観
光
施
設
に
お
け
る
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定
制
度
に

つ
い
て

答

他
自
治
体
を
参
考
に
し
、

今
後
の
開
催
を
検
討
す
る
。

問

が
ん
患
者
ウ
イ
ッ
グ
購
入

費
の
一
部
助
成
を
県
が
始
め

た
が
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

答

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今
後

事
業
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

問

県
の
事
業
「
生
理
の
貧
困
」

支
援
促
進
に
お
け
る
本
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

答

県
の
事
業
を
活
用
し
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
市
内
の

小
中
学
校
の
モ
デ
ル
校
へ
生

理
用
品
を
配
布
予
定
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
実
態
把
握

と
生
理
を
含
め
た
女
性
の
健

康
に
つ
い
て
知
識
と
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
を
す
る
。

問

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
健
診

に
つ
い
て

答

75
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
長
寿
健
診
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
２
年
か
ら
、
15
項

目
の
質
問
を
検
診
時
に
行
い
、

本
人
の
運
動
能
力
や
栄
養
状

態
な
ど
を
把
握
。
フ
レ
イ
ル

の
早
期
発
見
に
取
り
組
む
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
に
つ

い
て

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
に
つ
い
て

・
国
道
、
県
道
、
市
道
沿
い
の

植
栽
や
花
壇
の
改
善
に
つ
い

て

▲本庁舎の懸垂幕



令和４年９月 4

  

市
民
の
健
康
に
つ
い
て

       

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
売
れ
残
っ
た
土
地
と

奄
美
市
弁
済
の
今
後
に
つ
い
て

問

乳
が
ん
の
対
象
年
齢
・
受

診
間
隔
の
見
直
し
が
で
き
な

い
か
伺
う

答

１９
市
の
実
施
状
況
と
し
て

は
、
１３
市
が
毎
年
検
診
を
受

診
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
市
民
か
ら
も
「
毎
年
受

診
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」「
乳
が
ん
検
診
だ
け
病
院

で
受
診
す
る
の
は
二
度
手
間

だ
」
と
の
声
も
あ
が
っ
て
お

り
、
乳
が
ん
検
診
を
毎
年
受

診
で
き
る
体
制
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

「
自
己
触
診
」
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
く
と
と
も
に
、
検
診

を
毎
年
受
診
で
き
る
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
、
乳
が
ん
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
推
進
・
啓
発
に
つ
い
て

答

令
和
４
年
４
月
よ
り
接
種

勧
奨
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
大
島
郡
医
師

会
と
協
議
を
行
っ
た
。
定
期

接
種
と
な
る
小
学
校
６
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
女

子
と
、
積
極
的
勧
奨
が
控
え

ら
れ
て
い
た
時
期
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
世
代
の
約
１
９
０

０
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
は
３
回
接
種
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
定
期

接
種
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代

全
て
の
対
象
者
へ
の
予
診
票

の
送
付
を
予
定
。
本
市
は
全

国
に
比
べ
、
子
宮
が
ん
で
亡

く
な
る
割
合
が
高
い
た
め
、

奄
美
市
だ
よ
り
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
ラ
ジ

オ
等
に
お
い
て
周
知
を
行
っ

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て

・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い

て

関 誠之
（立憲民主党）

問

奄
美
市
開
発
公
社
か
ら

無
償
譲
渡
さ
れ
た
土
地
（
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
）
の
売
買
状
況

に
つ
い
て

答

市
へ
無
償
譲
渡
さ
れ
た
土

地
は
19
億
９
９
７
４
万
２
千

円
、
売
買
し
た
収
納
額
は
７

者
の
内
６
者
で
、
14
億
９
１

８
９
万
９
４
８
３
円
、
１
者
・

５
億
７
８
４
万
２
４
４
０
円

が
契
約
に
至
っ
て
い
な
い
。

市
が
開
発
公
社
の
借
入
金
を

年
度
末
、
鹿
銀
に
18
億
７
７

７
３
万
円
弁
済
し
た
。

問

現
在
売
れ
残
っ
て
い
る
区

画
・
譲
渡
価
格
と
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て

答

２
次
公
募
時
点
で
４
区
画

11
億
１
０
６
７
万
５
０
６
３

円
。
市
と
し
て
土
地
処
分
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
８

月
を
目
途
に
公
募
を
開
始
し
、

今
年
度
内
に
は
土
地
処
分
を

完
了
し
た
い
。
信
金
か
ら
の

借
入
金
６
億
円
は
、
来
年
３

月
31
日
に
市
が
代
弁
済
す
る
。

　
　
　

問

奄
美
市
総
合
計
画
策
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答

年
度
内
を
目
途
に
論
点

整
理
な
ど
の
内
部
作
業
を
ま

と
め
、
市
民
の
皆
様
等
に
ご

参
加
頂
く
よ
う
、
具
体
的
な

議
論
を
始
め
た
い
。

問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課

題
・
問
題
点
に
つ
い
て

答

調
理
員
40
名
の
う
ち
正
規

職
員
３
名
・
再
任
用
職
員
４

名
で
、
今
後
も
直
営
堅
持
を

基
本
と
し
て
運
営
す
る
。
職

員
採
用
は
、
体
制
を
精
査
し

た
う
え
で
対
応
し
た
い
。
給

食
滞
納
額
が
約
６
２
６
万
円

あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
立
小
中
学
校
の
教
職
員

不
足
の
現
状

・
奄
美
市
立
中
学
校
生
徒
自

死
事
案
の
そ
の
後
に
つ
い
て

松山 さおり
（輝風クラブ）

川口 幸義
（自民党新政会）

問

航
空
路
の
水
際
対
策
と
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

答

水
際
対
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
る
検
温
に
つ
い
て
は
県

や
奄
美
大
島
５
市
町
村
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
奄
美
空
港

が
令
和
２
年
４
月
20
日
か
ら

名
瀬
港
が
令
和
２
年
４
月
29

日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
水

際
対
策
に
お
い
て
追
跡
調
査

が
必
要
と
な
っ
た
方
は
令
和

２
年
11
月
に
確
認
さ
れ
た
方

が
最
後
と
な
っ
て
い
る
。
発

熱
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
健
康
確
認
の
た
め
の
追
跡

調
査
を
行
う
体
制
は
整
え
て

い
る
。
水
際
対
策
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
市
民
一

人
ひ
と
り
の
感
染
対
策
へ
の

意
識
が
向
上
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来
島

前
に
各
空
港
や
港
に
お
い
て

の
検
温
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、

島
民
の
み
な
ら
ず
観
光
で
来

島
さ
れ
る
方
も
感
染
対
策
を

意
識
し
て
来
島
さ
れ
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
発

熱
者
を
確
認
す
る
こ
と
で
事

前
に
体
調
不
良
の
方
を
確
認

で
き
る
こ
と
は
感
染
対
策
と

し
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
空
港
や
港
に
お
い

て
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

感
染
対
策
の
動
機
づ
け
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
給
食
セ
ン
タ
ー
休
業
に
つ
い

て・
奄
美
市
地
籍
進
捗
率
に
つ

い
て

・
と
畜
場
建
設
に
つ
い
て

・
用
安
農
業
集
落
排
水
事
業

の
進
捗
率
に
つ
い
て

・
水
土
里
（
み
ど
り
）
サ
ー
ク

ル
に
つ
い
て

▲工事中のマリンタウン
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名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

自
主
財
源
の
確
保
　
福
祉
行
政
に
つ
い
て

介
護
、
福
祉
制
度
と

　
　
コ
ロ
ナ
対
応
等
に
つ
い
て

荒田 幸司
（日本共産党）

幸多 拓磨
（チャレンジ奄美）

問

施
設
の
更
新
計
画
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
事
業
費
に
つ
い

て答

現
在
の
最
終
処
分
場
が
令

和
１６
年
度
末
ま
で
利
用
可
能
。

新
最
終
処
分
場
と
廃
棄
物
処

理
施
設
の
基
本
計
画
の
策
定

は
令
和
９
年
度
か
ら
着
手
し
、

令
和
１７
年
度
か
ら
供
用
開
始

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る

予
定
。
事
業
費
は
平
成
２７
年

度
に
算
出
し
た
概
算
費
用
で

あ
る
１
０
０
億
円
を
想
定
し

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

現
在
１３
種
類
の
ゴ
ミ
の
分

別
だ
が
更
な
る
分
別
の
予
定

は
な
い
か
。

答

現
在
他
町
村
か
ら
も
搬
入

し
て
い
る
た
め
、
構
成
自
治

体
と
大
島
地
区
衛
生
組
合
と

と
も
に
協
議
し
た
い
。
今
年

度
か
ら
古
紙
類
の
再
資
源
化

に
取
り
組
む
自
治
会
を
支
援

す
る
資
源
物
循
環
活
動
助
成

事
業
を
開
始
し
た
。
試
験
的

な
運
用
で
は
あ
る
が
、
今
後

の
課
題
を
解
消
で
き
る
も
の

と
し
て
地
域
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
状
に
つ
い
て

・
本
市
の
農
業
分
野
で
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
施
策
に
つ

い
て
。
ま
た
、
付
加
価
値
の

高
い
作
物
の
研
究
状
況
に
つ

い
て

・
教
員
免
許
更
新
制
度
の
廃

止
や
教
員
採
用
試
験
の
受
験

年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

・
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て・
今
後
休
校
等
の
可
能
性
が
あ

る
地
域
へ
の
私
学
誘
致
に
つ
い

て・
発
達
障
害
の
疑
い
の
あ
る
乳

幼
児
へ
の
施
策
に
つ
い
て

橋口 耕太郎

（公明党）

問

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導

入
に
つ
い
て

答

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
公

共
施
設
に
愛
称
を
付
与
す
る

命
名
権
を
設
定
し
、
権
利
を

取
得
し
た
企
業
等
か
ら
の
収

入
に
よ
り
当
該
施
設
の
運
営

資
金
を
調
達
す
る
手
法
と
し

て
全
国
の
自
治
体
に
広
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
市
に

お
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
き

た
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
施
設

名
称
が
変
わ
る
事
へ
の
懸
念

や
、
価
格
設
定
・
採
用
に
向

け
た
基
準
設
定
が
容
易
で
な

い
こ
と
か
ら
導
入
に
至
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
自
主
財

源
の
確
保
及
び
官
民
連
携
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
、
今
年
度
新
設
さ
れ
た
官

民
連
携
推
進
室
に
お
い
て
改

め
て
導
入
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

問

奄
美
市
の
障
が
い
者
を

対
象
と
す
る
採
用
試
験
に
つ

い
て

答

令
和
元
年
度
か
ら
は
身

体
障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、

知
的
障
が
い
者
又
は
精
神
障

が
い
者
も
受
験
で
き
る
よ
う

受
験
資
格
を
拡
充
し
て
い
る
。

平
成
24
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
ま
で
の
障
が
い
者
採
用
試

験
に
お
い
て
６
名
を
採
用
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
身
体
障

が
い
者
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

知
的
障
が
い
者
の
試
験
問
題

は
、
全
国
人
事
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
が
作
成
し
た
問
題
様

式
で
実
施
し
て
い
る
。
他
自

治
体
を
参
考
に
し
な
が
ら
研

究
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
対

す
る
達
成
度
に
つ
い
て

・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
普
及
率
に
つ
い
て

・
安
心
、
安
全
な
教
育
現
場

に
つ
い
て

・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ

Ｘ
、
e
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て　

他

問

米
軍
機
の
低
空
飛
行
の
実

態
と
見
解

答

令
和
３
年
度
の
市
の
目
撃

情
報
は
、
前
年
の
９０
件
と
比

較
し
て
４５
件
と
減
少
。
県
が

発
表
し
た
情
報
と
し
て
取
扱
っ

て
い
る
が
、
通
報
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

今
後
も
市
民
か
ら
の
情
報
提

供
に
取
組
む
。

問

コ
ロ
ナ
感
染
情
報
が
少
な

い
と
の
声
も
聞
こ
え
る
が

答

県
が
公
表
し
て
い
る
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
市
民
へ

の
正
し
い
情
報
の
提
供
は
重

要
だ
と
考
え
る
。
奄
美
市
だ

よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ

ジ
オ
な
ど
を
活
用
し
、
感
染

防
止
対
策
の
情
報
発
信
に
努

め
る
。

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
情

答

県
内
で
は
２
３
２
箇
所
、

市
内
で
は
９
箇
所
の
検
査
事

業
所
を
設
置
。
検
査
件
数
は
、

６
月
１１
日
時
点
で
県
内
検
査

件
数
は
、
２０
万
1
5
0
9
件
、

陽
性
者
は
5
7
9
1
人
。

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
全
般

答

令
和
３
年
度
実
績
で
ケ
ア

プ
ラ
ン
作

成
件
数
１
万

7
8
8
5
件
、
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
な
ど
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
、
延
べ
6
9
8
2

人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

延
べ
6
1
4
2
人
。
令
和
４

年
４
月
１
日
現
在
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
３１
事
業
者
、
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
２３
事
業
者
、

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
２０
事
業

者
。

問

大
人
に
か
わ
っ
て
家
族
の

世
話
や
介
護
を
し
て
い
る
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
つ
い
て

答

正
確
な
人
数
は
、
未
掌
握
。

県
に
お
い
て
、
県
内
の
小
学

校
６
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
を
対
象
に
１
万
人
を
抽

出
し
実
態
調
査
を
行
う
予
定
。

▲ヘルプマーク
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６月22日　文教厚生委員会
６月23日　産業建設委員会
６月24日　総務企画委員会
上記の日程で議案について審査しました。
委員会の審査について一部ご紹介します。

総
務
企
画
委
員
会

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
連
携
機
能
導
入
支
援
業
務　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

▼
８
８
０
千
円

問
奄
美
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
︑
今
ま
で
は
市
か
ら
の

発
信
だ
け
だ
っ
た
の
が
市
民
か
ら
も
情
報
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
か
︒
内
容
と
目
的
は
︒

答
奄
美
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
︑
写
真
︑
位
置

情
報
な
ど
の
情
報
を
︑
市
民
や
観
光
客
が
投
稿
で
き

る
よ
う
に
す
る
サ
ー
ベ
イ
機
能
を
今
回
新
た
に
実
装

す
る
︒
公
共
施
設
の
不
具
合
な
ど
︑
現
地
の
状
況
が

よ
く
分
か
る
よ
う
に
投
稿
し
て
い
た
だ
け
る
と
と
も

に
︑
新
た
な
観
光
的
な
魅
力
な
ど
も
本
機
能
を
通
じ

て
情
報
収
集
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
︒

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
４
年
度　

奄
美
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
第
３
号
︶

問
学
校
教
育
振
興
費
︵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
増
設

業
務
55
万
９
０
０
０
円
︶
に
つ
い
て

答
学
校
現
場
で
は
︑
お
よ
そ
５
０
０
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
業
務
を
行
っ
て
い

る
が
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
通
信
量
の
増
大
を
受
け
︑

２
テ
ラ
バ
イ
ト
分
の
通
信
速
度
を
確
保
す
る
た
め
の

業
務
︒

第２回定例会
常任委員会

審査概要

笠
利
地
区
観
光
看
板
更
新
業
務　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
５
５
６
０
千
円

奄
美
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
佐
仁
10
号
線
︶

問
本
業
務
の
詳
細
は
︒

答
笠
利
地
区
41
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
︑
横
２
．５

メ
ー
ト
ル
︑
高
さ
１
．５
メ
ー
ト
ル
の
観
光
看
板
に

つ
い
て
︑
古
い
情
報
の
更
新
と
劣
化
部
分
の
補
修
と

あ
わ
せ
て
︑
新
た
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
英
語

版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
改
修

す
る
も
の
︒

問
佐
仁
集
落
か
ら
意
見
は
出
て
い
な
い
か
︒
路
線
の

廃
止
及
び
認
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
︒

答
道
路
の
起
点
側
に
架
か
っ
て
い
る
橋
梁
の
点
検
を

し
た
と
こ
ろ
︑
補
修
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
か
ら
︑
現
路
線
の
改
良
に
よ
り
道
路
の
線
形

を
変
え
て
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
も
の
︒
佐
仁
集

落
に
は
説
明
を
行
い
︑
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
︒

問
学
校
給
食
運
営
費
︵
支
払
督
促
手
数
料

11
万
９
０
０
０
円
︶
に
つ
い
て

答
給
食
費
の
納
付
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
︑
裁
判
所
を
通
し
た
法
的
措
置
を
講
じ
る
た
め
の

予
算
措
置
︒

令
和
４
年
度　

奄
美
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
第
１
号
︶

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
配
置
基
準

に
つ
い
て

答
高
齢
者
人
口
に
よ
る
が
︑
名
瀬
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
︑
保
健
師
︑
社
会
福
祉
士
︑
主
任
介

護
支
援
専
門
員
を
各
２
名
ず
つ
配
置
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
︒

令
和
４
年
度　

奄
美
市
一
般
会
計
補
正
予
算　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
第
３
号
︶

問
今
後
の
具
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
︒

答
官
民
連
携
し
た
形
で
奄
美
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し
た
︒
官
民
で
対
話
交
流

を
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
︒

問
長
浜
地
区
で
の
新
た
な
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
︒

答
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
助
成
事
業
を
活
用
し
た
防
災
倉
庫

と
一
体
的
に
整
備
し
︑
防
災
作
業
時
や
一
時
避
難
時

等
に
活
用
し
た
い
︒

問
民
間
︵
Ａ
Ｎ
Ａ
︶
か
ら
の
出
向
者
受
け
入
れ
の

経
緯
と
負
担
金
に
つ
い
て
︒

答
Ａ
Ｎ
Ａ
傘
下
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
以
来
の
関
係
や
︑

同
社
の
奄
美
出
身
者
と
の
縁
も
あ
り
︑
両
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
奄
美
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ

た
い
考
え
で
打
診
し
た
︒
出
向
者
の
賃
金
等
の
費
用

は
全
て
Ａ
Ｎ
Ａ
が
支
出
し
︑
本
市
は
そ
の
一
部
を
負

担
金
と
し
て
同
社
に
支
払
う
協
定
と
な
っ
て
い
る
︒

問
人
事
交
流
に
よ
る
職
員
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
︒

答
国
土
交
通
省
︑
環
境
省
︑
デ
ジ
タ
ル
庁
︑
県
の

各
部
署
等
に
現
在
計
10
人
を
研
修
派
遣
し
て
い
る
︒

﹁
核
共
有
﹂
反
対
の
決
議
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

︻
議
員
か
ら
の
主
な
意
見
︼

・
元
首
相
の
発
言
か
ら
き
て
お
り
︑
実
質
的
に
こ
の

言
葉
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
現
実
的
に

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
事
例
は
よ
く
あ
る

こ
と
︒
奄
美
市
議
会
と
し
て
意
思
表
示
し
て
い
く
の

は
大
変
重
要
な
こ
と
︒

・
政
府
は
今
回
の
発
言
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
姿
勢

で
あ
る
︒
現
在
隣
国
で
の
侵
略
行
為
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
時
期
に
一
国
会
議
員
の
発
言
だ
け
で
地
方
議

会
奄
美
市
議
会
と
し
て
判
断
が
で
き
な
い
︒
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番号 件名 議決結果 付託委員会

令和３年度奄美市一般会計予算繰越計算書

令和３年度奄美市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算繰越
計算書

令和３年度奄美市水道事業会計予算繰越計算書

令和３年度奄美市下水道事業会計予算繰越計算書

令和３年度奄美市債権管理条例第１７条第１項に伴う債権放棄報告
書

陳情の処理状況について
（令和３年陳情第３号　奄美市住用町市湾の沿岸に堆積している土砂
の撤去に関する陳情）

専決処分の報告について
（専決第９号　和解について）

専決処分の報告について
（専決第 10 号　和解及び損害賠償の額を定めることについて）

専決処分の報告について
（専決第 11 号　和解及び損害賠償の額を定めることについて）

報  告　
第  4  号

専決処分の報告について
（専決第 12 号　令和４年度奄美市一般会計補正予算（第２号）につ
いて）

承認 本会議

議  案
第 49 号

令和４年度奄美市一般会計補正予算（第３号）について
原案
可決

全委員会

議  案
第 50 号

令和４年度奄美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ
いて

原案
可決

文教厚生

議  案
第 51 号

令和４年度奄美市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につい
て

原案
可決

文教厚生

議  案
第 52 号

奄美市集会施設条例の一部を改正する条例の制定について
原案
可決

総務企画

議  案
第 53 号

奄美市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
原案
可決

文教厚生

議  案
第 54 号

奄美市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
原案
可決

産業建設

議  案
第 55 号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
原案
可決

総務企画

議  案
第 56 号

奄美市道路線の廃止及び認定について
原案
可決

産業建設

議  案
第 57 号

奄美市監査委員の選任について 同意 本会議

第 2 回定例会の議案
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受理

番号
件名 提出者 議決結果 付託委員会

請 願
第１号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を
はかるための，2023 年度政府予算に係
る意見書採択の請願について

鹿児島県教職員組合奄美
地区支部奄美地区協議会　
議長　力武　誠

採択 文教厚生

請 願
第２号

義務教育費国庫負担制度負担率の引き上
げをはかるための，2023 年度政府予算
に係る意見書採択の請願について

鹿児島県教職員組合奄美
地区支部奄美地区協議会　
議長　力武　誠

採択 文教厚生

陳 情
第２号

「核共有」反対の決議を求める陳情
戦争のための自衛隊配備
に反対する奄美ネット　
代表　城村　典文

不採択 総務企画

陳 情
第３号

政府に対して「インボイス制度実施延期
を求める意見書」の提出を求める陳情

奄美民主商工会 
会長　濵田　幸造

継続審査 産業建設

賛否が分かれた案件

【 

●
反
対
数 

】

8

15

【 

○
賛
成
数 

】

12

５

議員名（議席番号順）

多

田

義

一

〇

●

川

口

幸

義

〇

●

伊

東

隆

吉

〇

●

奥

輝

人

〇

●

西

公

郎

-

-

与

勝

広

●

●

荒

田

幸

司

〇

〇

﨑

田

信

正

〇

〇

関

誠

之

〇

〇

元

野

景

一

欠

欠

竹

山

耕

平

●

●

奥　

晃

郎

●

●

大

迫

勝

史

●

●

栄

ヤ

ス

エ

●

●

橋
口
耕
太
郎

●

●

正

野

卓

矢

〇

●

林

山

克

巳

〇

●

松
山
さ
お
り

〇

〇

和

田

霜

析

●

●

永

田

清

裕

●

●

弓

削

洋

平

〇

●

幸

多

拓

磨

〇

〇

議案番号・件名

請願第 1 号　義務教育費国庫負担
制度負担率の引き上げをはかるため
の，2023 年度政府予算に係る意見
書採択の請願について

陳情第２号「核共有」反対の決議を
求める陳情

　表決の結果を掲載しています。（ 〇は賛成・●は反対 ）  

　※西公郎議員は議長職の為、表決権はありません。

番号 件名 議決結果 付託委員会

発 議
第４号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための，2023 年
度政府予算に係る意見書の提出について

原案
可決

本会議

発 議
第５号

義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための，2023
年度政府予算に係る意見書の提出について

原案
可決

本会議

発 議
第６号

地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について
原案
可決

本会議

▽　７ページの続き　▽

請願・陳情の状況
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第 2 回臨時会の議案

本年５月の第 98 回全国市議会議長会定期総会
にて、伊東隆吉議員が 20 年永年在職議員表彰、
元野景一議員・川口幸義議員・西公郎議員が 10
年永年在職議員表彰を受け、第２回定例会の最
終本会議終了後に表彰状の伝達式を行いました。
なお、栄ヤスエ議員も在職 10 年の対象者でし
たが、党の方針で辞退されております。

ウクライナへの義援金

奄美市議会では、ウクライナへの義援金を募り合計 11 万円が集まりました。５月 30 日に奄美
市議会を代表して西議長・橋口副議長が安田市長へ義援金を渡しました。

令和４年７月25日に第２回臨時会を行いました。

番号 件名 議決結果 付託委員会

議  案
第 58 号

　副市長の選任について 同意 本会議

永年在職議員表彰

　

奄
美
市
議
会
は
令
和

４
年
７
月
25
日
、
第
２

回
臨
時
会
を
行
い
、
副

市
長
に
県
総
合
政
策
部

参
事(

当
時)
の
諏
訪
哲

郎
（
す
わ　

て
つ
ろ
う
）

氏
を
選
任
す
る
人
事
案

に
賛
成
多
数
で
同
意
し

ま
し
た
。

　

諏
訪
氏
は
あ
い
さ
つ

で
「
安
田
市
長
の
下
、

奄
美
市
の
発
展
の
た
め

誠
心
誠
意
努
め
て
い
く
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

諏
訪
氏
は
８
月
１
日
付

で
副
市
長
に
就
任
し
ま

し
た
。　
　

諏訪　哲郎氏
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政務活動費報告
（令和３年４月～令和４年３月）令和3年度

議員１人当たり 月額２２，５００円×１２ヶ月 計２７０，０００円（幸多議員、和田議員は４ヶ月)
を交付し、全体交付申請額５５８万円のうち３２３万円（５７％）を活用しました。

項目
〈支出額の使途〉

支出額
合計

市への
返還金調査

研究費 研修費 広報費 公聴費
要請
陳情

活動費
会議費 資料

作成費
資料

購入費
事務
所費

幸多　拓磨 34,000 13,529 24,869 72,398 17,602

弓削　洋平 8,000 123,200 13,158 22,644 167,002 102,998

永田　清裕 240,342 11,160 26,800 278,302 0

和田　霜析 3,435 3,435 86,565

松山 さおり 9,500 20,000 37,855 22,563 89,918 180,082

林山　克巳 49,345 25,850 1,500 48,000 124,695 145,305

正野　卓矢 8,000 168,760 70,480 247,240 22,760

橋口 耕太郎 26,378 26,378 243,622

栄　ヤスエ 40,950 37,986 78,936 191,064

大迫  勝史 74,340 74,340 195,660

奥   晃郎 207,287 207,287 62,713

竹山　耕平 103,811 89,370 55,734 248,915 21,085

元野　景一 11,160 11,160 258,840

関　誠之 66,900 157,500 3,000 55,554 40,779 323,733 0

日本共産党
荒田幸司
﨑田信正

13,360 64,379 324,550 402,289 137,711

与　勝広 62,296 62,296 207,704

西　公郎 80,100 70,669 11,160 161,929 108,071

奥　輝人 107,596 1,500 12,310 8,400 129,806 140,194

伊東　隆吉 76,862 13,694 53,919 144,475 125,525

川口　幸義 251,207 27,550 278,757 0

多田　義一 52,300 120,140 172,440 97,560

総計 470,014 92,400 529,310 3,000 222,870 39,355 1,083,214 514,218 351,350 3,305,731 2,345,061

構成比 14.2% 2.8% 16.0% 0.1% 6.7% 1.2% 32.8% 15.6% 10.6% 100.0%

・政務活動費は，年度初めに１年分を会派又は議員に交付し，年度終わりに年間の収支報告書などを議長に提出
します。支出額が上限に達しない場合，残額は市へ返納されます。
・領収書や収支報告書などの詳細は閲覧可能です。資料の閲覧を希望される方は議会事務局までお越しください。
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第
63
回
奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議
員
大
会
が

５
月
10
日
、
奄
美
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
12
市
町
村
の
議
会
議
員
や
市
町
村
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る
現
行
奄
美

群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
延
長
に
向
け
、

市
町
村
議
会
と
し
て
地
域
住
民
・
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。  

  

ま
た
、
各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
５
議
案
の
採

択
と
、
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
の
充
実
・
拡
充

な
ど
18
項
目
の
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

議　案

1
離島地域における物価高、燃油価格差の是正につ
いて

（奄美市 提出）

2
国道 58 号（奄美市住用町役勝～網野子トンネル
起点間、勝浦～阿木名間のトンネル化）の改良
促進について

（大和村・宇検村・瀬戸内町 提出）

3 島外治療の交通費助成について
（龍郷町・喜界町 提出）

4 徳之島地区の病床数の増床について
（徳之島町・天城町・伊仙町 提出）

5 さとうきびハーベスタ利用助成金の創設につい
て （和泊町・知名町・与論町 提出）

第 63回奄美群島市町村議会議員大会開催

奄美大島世界遺産センターオープン
　
世
界
自
然
遺
産
登
録
か
ら
１
年
を
迎

え
る
７
月
26
日
、
環
境
保
全
や
観
光
の

拠
点
と
し
て
環
境
省
が
設
立
し
た
「
奄

美
大
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
奄
美
市

住
用
町
石
原
）」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
奄
美
市
議
会
を
代
表
し
て

西
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
施
設
で
は

希
少
な
動
植
物
の
様
子
が
ス
ク
リ
ー
ン

や
レ
プ
リ
カ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

・
入
館
料　
無
料

・
休
館
日　
平
日
木
曜
日
、
年
末
年
始
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

市 議 会 だ よ り
会編 集 委 員

【５月】
　　   ２日 議会だより編集委員会
　　１０日 奄美群島市町村議会議員大会
　　１１日 議会運営委員会
　　　　　 奄美市体育協会総会
　　１７日 文教厚生委員会視察（～20日）
　　２４日 県市議会議長臨時総会
                奄美大島・喜界航路対策協議会
　　　　　 奄振に関する意見交換会
　　２５日 全国市議会議長会定期総会
　　２６日 世界自然遺産登録推進協議会
　　２７日 全員協議会
　　３０日 かごしま国体奄美市実行委員会　  
                総会
      ３１日 かごしま国体・かごしま大会実行
　　　　　 委員会
【６月】  
　　　６日 議会運営委員会 
　　１４日 第２回定例会開会・全員協議会
　　　　　 会派代表者会
　　１５日 一般質問
　　１６日 一般質問
      １７日 一般質問・議会運営委員会
　　２１日 本会議・全員協議会
　　２２日 文教厚生委員会
　　２３日 産業建設委員会
　　２４日 総務企画委員会
  
【７月】
   　　１日 最終本会議・会派代表者会            
　　　７日 全国ハンセン病療養所市町村
　　　　　 連絡協議会総会（WEB参加）
　　１４日 総務企画委員会視察（～16日）
　　１９日 県市議会議長会定期総会
　　　　　 産業建設委員会視察（～22日）
　　２２日 議会運営委員会
　　　　　 全国離島振興市町村議会議長会
　　　　　 総会（WEB参加）
　　２５日 第２回臨時会
　　２６日 奄美大島世界遺産センターオープ
　　　　　 ン記念式典
                奄美群島さとうきび価格対策協
　　　　　 議会総会
　　２８日 公立高等学校生徒募集定員策定等　　　
　　　　　 に係る地区説明会
                第１回奄振延長・提言特別委員会

議会の動き 第３回定例会の予定

  

【
委
員
長
】

　
　
　

荒
田　

幸
司

  

【
副
委
員
長
】

　
　
　

和
田　

霜
析

  

【
委
員
】

　
　
　

幸
多　

拓
磨

　
　
　

林
山　

克
巳

　
　
　

関　

誠
之

　
　
　

与　

勝
広

　
　
　

多
田　

義
一

編集あとがき

一般質問

令和４年９月

令和４年10月

 

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

「議会をご覧になりませんか」
議会では、市民生活に関係のある重要な問題が審議され
ています。
議会を傍聴して、市政の動向や皆さんが選んだ議員の活
動を間近でご覧になれます。

「傍聴」
事前連絡は不要です

奄美市役所名瀬庁舎８階

「議会中継」
議会の様子を

インターネットで

本会議 常任委員会

開会

決算委員会

本会議

        

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
14
日
～
７
月
１
日

ま
で
の
18
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
登
壇
者
は

11
名
。
市
民
の
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
思
い
を
各
議
員

が
力
強
く
質
問
を
致
し
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
に
て
一
部

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
は
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
）
今
回
の
議
会
で

は
、
専
決
処
分
１
件
が
可
決
、
補
正
予
算
関
係
議
案
３
件
、

他
議
案
５
件
も
全
会
一
致
に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願

２
件
は
採
択
。
陳
情
２
件
中
１
件
は
不
採
択
、
陳
情
１
件

は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
給

食
費
滞
納
額
に
つ
い
て
話
が
上
が
り
議
論
さ
れ
、
産
業
建

設
委
員
会
に
お
い
て
は
笠
利
地
区
観
光
板
更
新
時
に
Q
R

コ
ー
ド
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
総
務
企
画

委
員
会
で
は
S
D
G
s
推
進
経
費
等
に
多
く
の
質
疑
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
初
日
に
傍
聴
席
に
奄
美
小
学
校
５
年
生
の
生

徒
さ
ん
30
人
が
社
会
科
見
学
の
一
環
で
、
傍
聴
に
い
ら
し

て
お
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
か
ら
議
会
に
触
れ
、
政
治

に
興
味
関
心
を
持
っ
て
た
だ
く
事
は
、
と
て
も
大
切
な
事

だ
と
感
じ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
、
議
会
開
会
中
は
傍
聴
し

た
い
と
思
う
方
は
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
が
出
来
ま

す
。
議
会
を
身
近
に
感
じ
、
共
に
市
政
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
幸
多　

拓
磨
】


